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美術教育試論
―基本的考え方の変更―
An Essay on Art Education 
― The Change of The Fundamental Way of Art Education Thinking―
清 原 知 二＊
Abstract
This thesis is what kind of things thinks about a Human being. It is a basis to think about art
education. We think that child’s art is produced from the condition of child’s senses. Above all senses,
we paid attention to the somatic sensation. Because we think that the somatic sensation is functioning
in early from other senses. The reason why that sense is the necessary and minimum power to survive
for humankind. The child escaped danger by their feeling the painfulness to hurt and burn. Therefore,
the opportunities to use the somatic sensation increase and its influence goes for child’s art.
The child’s art by the somatic sensation is general to the child, and special to the adult. It is in
such expression as ignoring of the proportion, the uneven emphasis. These are the causes of the
characteristics of the child’s art. We believe that child’s art is influenced by the sense of touch through
their action. So we must change it from psychology and the experience to medical development
process.
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 はじめに
今回の論では、美術教育がなぜ敷衍しないのか、
美術的発達論から検討したい。「美術教育」の歴史
は長く、これは多くの国で同じである。しかし、義
務教育の中に入ってきたのは、近代以降になる。そ
れは、美術教育が美術家を育てる教育を指すもの
と、義務教育でいわれる美術教育は、同名であるが
内容が違うからである。今回の論で扱うのは後者の
義務教育で扱う美術教育である。「図画工作科」は
明治５年から使用されている教科名であり、もっと
も古い教科名でもある。その内容については次の章
で簡略に述べる。また、大正、戦後の民間美術教育
運動の興隆の時期もあった。しかしながら、現在そ
のような興隆はなく、全くの周辺教科になっている
ように見える。教育要領でも、それを反映したよう
な時間数改訂になっている。
その議論は「ゆとりの時間」を問題にする場合が
多いが、原因を時間数だけに求める論議には無理が
あると思う。「ゆとりの時間」を教員や保護者が本
当に受容できたのか、検証なしに変わることには違
和感じざるをえない。
「ゆとりの時間」はどのように学校、家庭で使わ
れたのか。実は学校では「ゆとりの時間」をどうす
ればわからず、家庭では「ゆとりの時間」は、「お
受験」のために塾に通わせる時間に費やされたので
はないかと考えている。そのように扱われた子ども
達が高等教育に入ってきて、学力が落ちたというの
は「ゆとりの時間」のせいではない。その時に塾を
中心にする学力競争激化で、初期（児童期）での学
力によって選抜が日常化した。それによって初期か
らついていけない状態があったのではないかと考え
ている。そのような問題を放置し、「ゆとりの時間」
の使い方の研究もせず、原因を子どもに押しつけた
のではないだろうか。せめて「落ちこぼれ」の児
童・生徒を救うことぐらいは考えられただろうと思
う。これは教員のサボタージュである。また進学率
の高い国立義務教育校の保護者に、公立学校の教員
子弟が一番多いと言う矛盾も、その証左であると考
える。また、近年問題になっている軽障害を持つ子
どもが多いのも、進学競争を早期に押しつけられ、
年齢に応じた教育を受けられなかったことも一因で
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あるとも考えている。
１８歳人口が減少する中、規制緩和政策によって高
等教育機関は一気に増え、それらの「落ちこぼれ」
を拾わず得なくなった。つまり、「ゆとりの時間」を
教師は指導できず、家庭は子どもの教育を塾に任せ
にし、国も経済的成長をもくろんで高等教育進学率
が上がると予想して、高等機関の乱立を生んだので
はないかと考えている。その原因は日本における人
間観が存在なく、教育観もないために起こったと考
えている。ほとんどの家庭が一流校を目指すだけと
いうのは、あまりに「貧相」な実体ではないだろう
か。口では「遊ぶこと」「人間教育」「職に賤なし、
人に貴あり」が大事だといいながら、実際やること
は「進学」のみというのは、偽善の民主主義者の言
葉で、現実は「自分（あるいは親）」だけが、「幸せ」
＝「高学歴」＝「幸せ（金持ち）」という欲望を親
子ともども隠しているからだと思う。確かにある程
度金銭の余裕がないと公教育さえ難しい面があると
思うが、それは国の施策の問題であり、そこにも人
間観が存在なく、教育観もないことが透けて見える
ような気がする。そのような現状認識から、門外漢
であるが、美術教育から「児童観」「教育観」の入
り口を提案したいと思う。
 日本に発達論は存在したのか。
（「児童観」「教育観」を考察にする前に
―美術教育から―）
１．戦前の美術教育運動
元々、美術教育はどの国においても「美術家」を
教育するものと捉えられており、日本でも狩野派を
代表する絵描き集団が存在した。それらは教育方法
は違っても目的において「美術家」を教育するもの
であり、一般教育とは乖離していた。異なるのは欧
州においては、徒弟制度、産業革命移行は学校制度
が確立され、才能があれば、誰もが美術界の最高の
地位着くことができたが、日本の制度は家元制度を
とるため、天皇家がその地位を与えることとなり、
狩野家が諸派を生み出しながら、その地位を明治ま
で保ち続ける。市井において多くの優れた画家が輩
出するものの、いったん狩野家の門をくぐることが
多かった。
明治５年の小学校令により義務教育が始まるが、
その時にすでに「図画工作科」は存在した。それは
富国強兵の中で画期的なように思うが、内容は日本
画の伝統的様式を用いたもので、手本を見て絵を写
すという臨画教育である。それが必要であったの
は、兵隊が斥候して、それを図示できる能力、また
は欧米の産業を写し取り、作る能力の必要性からき
ている。その後硬筆から毛筆への回帰など、教科内
容は変遷している。特に第２次世界大戦中は名称も
「芸能科図画」に改称され、より性格を明確にして
いる。ただこの間、大正モダニズムと平行して、大
正自由教育の一環として自由画教育が起り、山本鼎
他各地で実践者を輩出し、臨画主義に異議を唱える
絵画教育が各地で起こった。それらは臨画教育の中
に写生画等を導入することに成功し、その時の教育
理念なども戦後の民主主義教育との共通点も多く、
その時期に若い教師であった者や教育を受けた者
が、戦後の「図画工作科」運動の支えにもなってい
る。
一方、西欧での子どもの美術教育自体の成立は
ずっと早く行なわれていたが、子ども自体の研究は
F．チゼック（Franz Cizek１８６５～１９４６）が子どもの
落書き注目したことから研究が始まっている。大正
時代の日本の教育は西欧の子どもの作品を見ての
「自己解釈」から始まっている。このように、大正
期には民主的美術教育が展開されたが、「和魂洋才」
であったといえよう。
２．戦後の美術教育運動の略史
戦後は、民主主義が導入されたが、手探りの状態
のまま官・民の美術教育が行われたれいた。それら
は、先に書いた大正自由画教育を受けた教師や美術
家、美術評論家の外国での経験が大きかったと思わ
れる。１９５３年に英国の美術評論家である H・リー
ド（Sir.Herbert Read１８９３～１９６８）の「芸術による
教育」発刊された。そこには筋道を明確にした美術
教育が示されており、それに触発されるようにし
て、他の美術教育の文献も紹介されるようになり、
民間を主として大きく美術教育運動が展開された。
その運動は「もはや戦後ではない」と言われた昭和
３０年代にピークを迎え多くの教師が美術教育運動に
参加した歴史を持つ。リードの論は「芸術」が全て
の人間形成の基になるという壮大な構想を持つもの
で、個人的にはこれに匹敵する書は今も出ていない
と考えている。
触発された教師達は今から考えると異常なほどの
意欲を持ち図画工作科の授業に取り組んだ。これ
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は、戦後の日本で行われた民主主義教育の特徴的な
一つの形であると思われる。そのため、心理的解放
を掲げる「創造美育協会」や生活綴り方を原点とし、
生活画運動などを生み出した「新しい絵の会」等が
結成された。それ以外に多くの民間団体の活動や研
修が行われている。
これらの民間運動興隆の背景の一つには、都会で
は新しく入ってきた民主主義の受容に苦労している
現実と地方は国が民主主義になっても、その恩恵を
受けることなく、戦前とあまり変わらない実生活の
貧しさ抱えるという、多くの矛盾した現実の中で、
戦後民主主義の象徴として「心理的開放の美術教
育」「生活美術」というスローガンが、人々の心を
とらえたことにあると考えられる。この時期は朝鮮
戦争による経済回復期とも連動しており、世界経済
への復活と国家が民主主義の確立をしようとした年
代と重なっている。これらの経緯みれば美術教育運
動の興隆は、日本の国としての自信回復と経済的自
立を目指した時期と重なっている。この動きのピー
クは昭和３０年代だが、４０年代も高度成長と共に続い
ていたが、５０年代に入り影りを見せ、６０年代では多
くの運動が閉塞感にみまわれ、大会や研修会の参加
人数は激減している。
原因は色々と考えられるが、まず昭和３０年代の盛
り上がりは「異常であった」ことは指摘できよう。
多くの教科、それも今では「周辺教科」といわれる
教科が、このように、「中心教科」の運動と同じく、
あるいは越えて盛り上がったのは「美術」自体が
「自由・自立」という民主主義教育の方向性の「象
徴的存在」になったことがあろう。高度成長期は、
いくらかの「達成感」「成果」を得て存続できたの
だと考える。しかし、実質的に生活も豊かになると、
他教科の必要性を教師が自覚し、本来の形に揺り戻
しが起こり、また義務教育後進学する者が格段に増
えたことなどが、美術教育の衰退を招いたと考える
ことができる。しかし、この異例ともいえる長期の
美術教育運動の興隆は教師や児童、生徒に多くの影
響を与えており、その残滓が今も教育現場に残って
おり、逆に新しい美術教育が浸透しない原因になっ
ていると考えている。
３．戦後の美術教育運動における理念
戦後の場合は「洋魂」も一緒に入ってきている。
しかし欧米型の民主主義に慣れていないこと、ま
た、実感として理念が解釈できなかったものと思わ
れ、「民主主義の象徴」となり得ても、本質部分で
は「日本型」になっていたと思われる。
その後、欧米型の科学万能主義が入り込み、教育
分野でも導入されることになる。先ほど述べたリー
ドの著書でも、ユングの心理学を引用して、根拠を
示していたが、初版ではその部分を抜いて出版して
いた。科学的根拠を示す必要が出て来て、再版から
は収録されている。このような事情から、「民主主
義の象徴」だけではなく、心理学を根拠とした「図
画工作」に変化をしていっている。これは「洋才」
の一つの典型であり、日本児童画研究会など、色彩
研究に特化した団体、また既存の団体も、A.S ニー
ル（Alexander Sutherland Neill１８８３～１９７３）の心
理学を用いて心理的解放を打ち出すなど研究を深め
ている。一方、理念的研究は進むものの、実際の実
践は「大きく、元気に」とか「色彩指導・解説」等
に留まる。このような抽象的、稚拙な解釈では実際
の教育は成り立たず、現場での作品（絵画）を持ち
寄り、それらをいくらか専門に通じた人間や美術家
が評価・批評している。理念的研究は一部の識者に
留まり、「ききかじり」のような形が多かったと想
像できる。
これらの研修を通じて全国的に美術教育は広がっ
ていくのであるが、基本となる「児童象」について
は議論されておらず、一般の教員が理解して、これ
らの美術教育運動に参加していたかは不明である。
そのことから、これらの美術教育の盛り上がりは、
戦前の抑圧的な体制から開放するということが、
「象徴的」テーマであったからこその参加であった
と思われる。また、昭和３０年前半にはドイツのバウ
ハウス教育の影響を受けた造形教育センターが発足
し、デザイン教育も導入された。このように、昭和
３０年前半までに美術教育的内容の要素は整うのであ
るが、先に書いたように、肝心の「児童象」が欠落
していると考えられる。
４．「児童象」の登場
それらを補うように出版されたのが、V・ロー
ヴェンフェルド（Viktor Lowenfeld１９０３～１９６１）の
著書（昭和６３年）「美術による人間形成」である。
この本は心理学に依拠するのではなく、美術教育の
発達論として実際の児童画の収集を通して、その分
析を基にしている。この手法は画期的であり、実際
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の児童画の収集を通じて、年齢別に分け共通項を見
つけ出すという、膨大な作業の上に成り立っており
説得力を持つものであった。当然、この本は美術教
育の発達論と児童像を示すことになり、多くの美術
教育研究者が依拠する文献となった。分析された絵
は全てアメリカの子どもの絵であるが、文化土壌の
違いがあり、表現されている内容に若干の違いがあ
るものの、子どもが興味を持つものは、人間、動物、
建物、自動車など身近なものが多く、そのため日本
の子どもの絵との共通項も当然多くなり、十分依拠
できるものであった。この本では乳幼児期の発達に
ついては十分でない部分が多く昭和４０年後半には、
R．ケロッグ（Rhoda Kellogg 生年不明）が同じ手法
で、世界の多くの国から乳幼児期の絵画を集め、乳
幼児期の発達論と乳幼児像を示すところとなり、美
術教育の全体的な理念、発達論、児童・乳幼児象が
整った形になった。しかしながら、この整った時期
には戦後や高度成長期のような、美術教育の興隆は
消えかかっており、多くの研修会は参加者の減少に
悩み、いくつかの研修会は本部機能も喪失して、支
部だけが残る団体も多くなってきていた。その傾向
は日本が豊かになるにつれて強まり続け、「本来」の
周辺教科の形にまで落ち込む様相を見せ始める。こ
のような点を考慮すれば、戦後から長きにわたって
続いてきた美術教育運動は「一つの教育界の流行」
と考えることも許されるのかもしれない。
５．「造形的遊び」の登場
ここに登場したのが「造形遊び」であり、教科教
育の中に「遊び」を持ち込み、本来美術教育が担う
べき「創造する力」や「豊かな感性」を「教える」
のではなく、遊びの中から導き出すという方法が考
え出された。これを考案したのは板良敷敏１）を中心
とする大阪教育大学教育学部附属平野小学校の図画
工作科の教員たちで、当初理解されなかったが、多
くの支持者を集めるようになり、文部省（当時）も
認めるところとなり、「造形的遊び」として低学年
の指導要領に記載されるところとなった。板良敷が
文部省（後に文部科学省）に教科調査官として入省
することによって図画工作科の方向性は決まったと
考えられる。板良敷入省後には「造形的遊び」が高
学年までひろげられ、名称も「造形あそび」を用い
るところまで来た。
しかしながら、「造形的遊び」は当初から広がり
を見せなかった、美術教育関係者は当然注目して、
実践も行っていた。また、指導要領改訂に伴って、
実際に見学するために、全国から多くの教員が大阪
教育大学教育学部附属平野小学校の図画工作科研究
発表会に訪れた。板良敷を始め実践者が多くの著書
や講演等をして敷衍に務めたが、現実的には今まだ
に十分に理解されたとはいいがたいと思う。
その理由として最初にあげられるのが、今まで続
いてきた戦後の美術教育の歴史があり、それなりに
教育現場で優秀な指導者、実践を輩出してきてい
た。それゆえ「美術科・図画工作科」に対する「固
定観念」のようなものができあがっていた。
また、戦後の美術教育の興隆は師範学校出身者や
美術家が多く、幹部もそれらの人物で占められてお
り、新制大学制度での教員は少ない。これら師範学
校出身者は教員同士のつながりも強く、自分たちが
作り出した美術教育を後輩に伝える義務感を持って
いたように思う。また、「師範出身」というのは、
ある意味保守的教育制度の具現者であり、現在の管
理職より権限を強く押し出す傾向もあったと考えら
れる。そのような状況は絵画教育に偏りがちな美術
教育を浸透させる傾向があったと考えられる。その
意味で「遊び」と「教育」が結び付かず、また、現
代美術を受け入れる感性も持ち合わせていなかった
と思われる。それらを勘案すると「造形的遊び」は
ただの「遊び」あるいは、美術で使用すべきでない
材料、題材の寄せ集めに見えたにちがいないと思
う。また、それらの先輩の薫陶を受けた、次世代の
教員もその「美術科・図画工作科」に対する「固定
観念」を受け継いでおり、そこかから抜け出ないと
いう悪循環をもたらしたことが大きいと考える。造
形遊びは絵画と違い、特に「行為性」が強く出る場
面が多く、机に座ってきっちりと絵画や工作をする
のが美術教育と思っている教員にとって、乖離は大
きく、また準備物も通常考えられないものが多く使
用され、敬遠、あるいは理解できない面が多かった
のではないかと考えている。
１）板良敷敏（いたらしき さとし）大阪教育大学美術科卒、渡米後、大阪教育大学教育学部付属平野小学校教諭、長崎
大学教育学部教授をへて文部省に教科調査官として入省。現在関西国際大学副学長。
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 今後の美術教育の人間観・教育観
１．問題の解決の糸口
以上述べたことは、教師の怠慢だけではない。今
の学校は多くの問題を抱えており、教科教育の研鑽
に用いられる時間が少なく、今回の指導要領改訂で
は、主要４科目の時間数は増え、高学年に英語を取
り入れることもでき、相対的には授業時間数は大幅
に増えている。反対に図画工作科の時間数は減り、
中学校では１年では２時間，２年は１時間を一応確
保したものの３年生は選択制になっている。このよ
うな状態は「造形遊び」の敷衍をするどころか、図
画工作科や美術科の存在の危機を示している。
これらは中央審議会が決めたことであるので、ど
うすることもできない部分であるが、前の「ゆとり
の教育」から真っ向反対の教育である。これは
OECD２）が行った PISSA３）の学力調査の結果が大きく
関与していると考えられるが、「ゆとりの教育」の
問題点を十分に検討していないように思う。また、
授業時間数を増やすというようなことで解決できる
問題であるとは思えない。このような極単な改訂を
すること自体日本の学力観の検証が必要だと考えさ
せるものである。「生きる力」という言葉は今回の
指導要領改訂でも残っている。「生きる力」とは教
科内容を覚える（理解も含む）であろうか。欧州の
公教育では午前中で終わり、宿題もないという国が
あり、それでも十分教育力を持っている国が存在す
る。それに優秀な人材を負担なく育てる制度と生き
るための保証が整っている国も多い。
これら諸国についての情報については詳しくはな
いが、「子ども観」や「生きる力」についてある確
信をもっているのではないかと考えている。欧州諸
国は昔から互いに戦争を繰り返し、多くの犠牲を
払っている。その犠牲の中から現在の EU のよう
な、各国が独立しながらも、統一するという矛盾を
現実に模索してきたのであろうと推察する。今も何
かにつけて議論が起きているが、粘り強く解決策を
見いだそうという努力が見える。先に書いた PISSA
や OECD の調査も欧州主導であるが、その結果に
対して日本のように、現在の教育をすぐに変えるよ
うなことは行っていない。現状を把握して、現状か
ら徐々に移行させるどうか判断している様にみえ
る。これらは同じ教育でも「人間観」から発生する
ものであると思う。
しかし、このような文化土壌の違いはあっても、
我々は同一生物であり、その点から教育を考えるな
らば、文化土壌の違い以外に共通点を見いだすこと
ができ、互いの情報も共有できると考える。そのよ
うに考えた時、生物としての発達を基準にするなら
ば、検討の原点になると考える。他の哺乳動物でも
同一種は同じ習性を持っている。
その点からいえば医学はどの国の人間にも適応で
きる。これは同一種の証明でもある。その様なこと
から、出発点を人間の身体、特に入力機能を持つ感
覚の発達に見いだすことこそ、教育の原点であると
考える。身体（感覚）を考えるのは医学だけはない。
しかし、義務教育までの年齢を勘案すると教育とは
医学、生物学的な考察を基にするしかないと考え
る。
 医学と美術教育
１．医学との関係
年齢のことから考えれば、小児科領域に属する。
小児科は１５歳までを対象としており、最も近いと考
えられる。しかしながら、小児科とは主に対象児の
病理から人間的ケアまでを扱う領域であり、感覚器
官病児の事例も参考になるとは考えられるが、小量
に留まり、別科にて専門的に扱うと思われる。また、
非常に総合的、多岐にわたる病児を扱っており、小
児科領域をそのまま当てはめることはできない。小
児科領域は他の医学領域の病理事例を対象児童に適
応しているところがあり、美術教育の根幹とはでき
ない。それらのことから、各医学領域の分野の研究
を必要に応じて導入する必要がある。
現在感覚を処理する脳領域の研究は盛んに行われ
ており、脳の各箇所での処理の対象と方法まで解明
されつつある。しかしながら、私見であるが、現在
の脳研究は大脳、あるいは大脳新皮質における、視
聴覚分野の研究が多いように思う。
確実に解明されているように思われるのは、脳幹
など非常に「古い脳」の部分で、この部分は生命維
２）経済協力開発機構 Organization for Economic Co―operation and Development
３）OECD が行った学習到達度調査 Program for International Student Assessment
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持の中枢部分などを担っている。また、脊椎は神経
系が通っており、脳以外の身体各部への指令を出し
ており、なおかつ「反射運動」を行う第２の脳でも
あると考えてもよい。地球史的には大型古生物の脊
椎には、脳の代わりをする部分が脊椎にあり、脳の
小ささを補い、大きい身体でも素早い反応を起こせ
るようにできており、瞬時での反射運動を可能にし
ていた。これと同様のことが人間の反射にも残って
おり、この部分の研究も人間を考える上で外せな
い。
これは、大脳、大脳新皮質を研究の対象から外す
という意味ではなく、人間が生理的早産４）のため、
これら大脳、大脳新皮質が十分に発達した状態で生
まれず、出産後、それらが発達してほぼ青年前期で
生理的には完成すると言われているからである。そ
の除々に変化する脳の状態に応じて、美術教育を考
えることも必要であるということである。
乳幼児からの発達を順序立てて考えるためには、
胎児・出産時における状態からの研究も用いないと
ならない。身体の各感覚器官の成長過程の把握が最
も大事な事項となると考える。教えようとする美術
教育に対して、乳幼児や児童、生徒の感覚器官の成
長が準備を完了し、対応できるのかという判断をす
る必要があるからである。その意味で成長の完了し
た大人が、自分や自分の子どもの乳幼児や児童、生
徒期の教育を思い出して焼きなおしても、その適応
の妥当性を証明するのは、事例として特別になる可
能性があることと、「親として」の見誤りが起る可
能性があり、無理と断言するしかないと考える。
そのためには、繰り返しになるが、人間の身体の
各感覚の発達を、各年齢の状態を医学において検証
し、それをもとにして、美術教育を考え直していく
ということしかないと思われる。医学という科学的
根拠に基づいた再構築、あるいは、その妥当性を説
明する試みと考えている。
２．医学分野の教察（胎児、前期乳児）
医学から美術教育を考えるならば、出生児の感覚
器官の発達をみることから始める。（胎児期を含む）
２―１ 胎児期
胎児期であるが、大島は「嗅覚、味覚、味覚は妊
娠末期になっても、まだ未成熟で、出産後に急速に
発達する」５）と述べている。そのことからこれらの
感覚は検討から除外する。美術教育ということもあ
り、視覚から検討する。光を感じるのは妊娠７ヵ月
くらいからで、母親の光の明暗を感じた時に出され
るホルモンが胎児に行き着くことによる。しかし妊
娠末期になると母親の腹壁が薄くなり、敏感になる
がその驚きで鼓動が早くなるなどの変化は非常に少
ない。
聴覚は「妊娠６週で三半規管が完成し、３ヵ月で
内耳が完成し、蝸牛も６ヵ月で完成する。」６）と述べ
ており、胎内での発達が早い器官である。
「皮膚感覚系は妊娠８週目には出来ている。」７）目
も鼻も出来ていない時期である。胎内でも子宮の収
縮運動を常に刺激を受けており、この刺激が脳に伝
えられ、「脳の発達をうながしているのは明白な事
実です。」８）
また、出産時に皮膚全体が刺激を受け、それが脊
髄を通って脳に伝わるとして、「生まれてからすぐ
の赤ちゃんがうまく生きていけるように、皮膚刺激
で十分活力をたくわえた脳が赤ちゃんを守ってくれ
る」９）という説も述べている。また、皮膚感覚は妊
娠８ヵ月で触覚以外の感覚（後細述）は完全にでき
ているとも述べている。これはこれらの皮膚感覚が
出生後すぐに、生命持続のために必要であるからと
考えられる。
２―２ 出生後
視覚は「虹彩というカメラの絞りのようなものが
あって、色がついていない（中略）色素が非常にす
くない。」１０）これは、光の持つ色素を感じるのではな
４）スイスの動物学者 A・ポルトマンは人間の出産を本来の出産時期よりも早く産まれているという意味で「生理的早
産」と呼んだ。生理的早産によって産まれる新生児は「子宮外の胎児」と呼ばれるほど未熟であり、最低限の感覚―
運動機能を獲得するまでにどんなに短くても１年間はかかるという説
５）大島清「胎児からの子育て」筑紫書館 １９８６ p.p４８
６）同上 p.p５３
７）同上 p.p６３
８）同上 p.p６１
９）同上 p.p６３
１０）同上 p.p６１
【L：】Server／関西学院大学／教育学論究／第２号 ２０１０／清原知二 ４ 校
教育学論究 第２号 ２０１０３２
く、強さを感じていることになる。そのため形がわ
かるのに１年くらいかかるといわれている。
聴覚は胎内でほとんどの器官が完成しているが、
音は聞こえても、区別ができない。平聴範囲は約２００
ヘルツから１０００ヘルツで、成人が聞こえる範囲が、
２０ヘルツから２００００ヘルツといわれており、完成度
の早い割にはその後の聴覚刺激による本来的発達が
必要になる。
皮膚感覚器は妊娠８ヵ月に完成している。大きく
は特殊感覚（special senses）、体性感覚（somatic
senses）、内臓感覚（visceral senses）に分類された
中の、体性感覚（somatic senses）に分類され、脳・
脊髄系感覚とし存在している。皮膚、粘膜の感覚で
ある表面感覚（superficial sensation）と、筋、腱、
関節の感覚である深部感覚（deep sensation）に分
けられ、表面感覚（superficial sensation）として触
覚（touch sense）識別触覚（epidermis critic touch
sense）、圧覚（strain sense）、温度受容性感覚
（thermo receptive senses）、痛覚（pain sense）位
置覚（position sense）振動覚（vibration sense）が
ある１１）。これらの感覚は外部適応して、生命を維持
する感覚である。胎内では生命維持は母親任せに
なっているが、胎児の間でも、先に書いたように、
胎動に刺激をうけている。また、「吸啜」（きゅうて
つ・手を吸うこと）を行っており、自らも皮膚に刺
激を与えている。皮膚感覚は１平方センチあたり、
５０ぐらいの感覚受容器があり、「この感覚受容器か
ら脊椎に入って、脳に上がっていく神経繊維の数は
５０万以上あり（中略）皮膚刺激がどれほど活動をた
かめるために必要かがわかる」１２）新生児も「触覚、
聴覚、視覚の順序」１３）発達していき、視覚が３番目
なのは「視覚は触れたり、聴いたりしたことが、土
台になってこそ意味がある（中略）成人になるにし
たがって、発達順序は逆になり、遠距離感覚として
の視覚、聴覚が優位を占め」１４）と述べている。
．まとめ
これらの指摘から、感覚とは胎外から出た環境に
適応する必要があることがわかり、通常の美術教育
を考えることが、最初の目的であるので、正常出産
児を対象とし、病理には踏み込まない。大人と同じ
感覚器官をもっているので、それらが対象となり、
先に書いたように、生理的早産であることから、外
部環境との整合性を獲得しなければならないこと。
外部環境との整合性を確保するには、外部環境を察
知する能力が求められることから、外部環境に対応
する受容体（感覚器官）の発達が対象となる。その
ようなことを勘案し、また、先に検証した胎児およ
び新生児の各受容体の発達から、美術教育は触覚を
含めた、皮膚感覚がまず最初に優先されるべきであ
ると考える。
今回は何度も書いてきた胎児、出生児の感覚の検
討を、改めて医学的なことがらに絞って検討した
が、今までの論では十分に触れなかった医学的成長
過程を、今後もう一度さらに乳幼児、児童、生徒と
検証を広げる予定である。そのことによって、はっ
きりした各期の発達目標が設定され、それに応じて
各期の教育的目標も見えて来ると思う。それは当然
美術教育に反映されるだけではなく、他の教育にも
反映するものと確信している。
１１）Greenstein Adam, Greenstein Ben 大石実訳 ２００１ 神経解剖と生理 メディカル・サイエンス・インターナショナ
ル p.p１３２
１２）前掲 大島清 p.p６４
１３）同上 大島清 p.p１０８
１４）同上 大島清 p.p１０９
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